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９
月
９
月
11
日
は
「
防
災
の
日
」

日
は
「
防
災
の
日
」

〜
い
ざ
と
い
う
と
き
、
頼
り
に
な
る
の
は
誰
で
す
か
？
〜

　

９
月
１
日
は
「
防
災
の
日
」
で
す
。
こ
の
日
は
大
正
12
年
に
関

東
大
震
災
が
起
き
た
日
で
あ
る
こ
と
か
ら
、「
災
害
へ
の
備
え
を

怠
ら
な
い
よ
う
に
」
と
の
戒
め
を
込
め
て
防
災
の
日
と
定
め
ら
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
頃
に
台
風
が
来
る
こ
と
も
由
来
の
１
つ
で

も
あ
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
、
い
つ
災
害
が
発
生
し
て
も
慌
て
な
い
よ
う
に
、
日

頃
か
ら
防
災
へ
の
意
識
を
高
め
、
自
分
の
防
災
対
策
を
見
直
し
て

み
ま
し
ょ
う
。

防
災
・
減
災
の
担
い
手
は
…
？　

　

大
き
な
災
害
が
同
時
に
広
い
範
囲

で
発
生
し
た
場
合
、
そ
の
規
模
が
大

き
け
れ
ば
大
き
い
ほ
ど
、
市
や
消
防

と
い
っ
た
公
的
な
救
援
（
＝
公
助
）

に
時
間
が
か
か
る
こ
と
は
、
近
ご
ろ

の
災
害
を
見
て
も
明
ら
か
で
す
。

　

初
期
消
火
や
被
災
者
の
救
出
・
救

護
な
ど
、
一
刻
を
争
う
場
面
に
お
い

て
最
も
頼
り
に
な
る
の
は
、
自
分
の

身
を
自
分
の
努
力
に
よ
っ
て
守
る
こ

と
（
＝
自
助
）、
そ
し
て
地
域
や
近

隣
の
住
民
同
士
が
協
力
し
合
っ
て
対

応
す
る
こ
と
（
＝
共
助
）
と
言
え
ま

す
。

　

災
害
時
は
も
ち
ろ
ん
、
普
段
か
ら

の
防
災
・
減
災
に
向
け
た
取
り
組
み

に
は
、
こ
う
し
た
自
助
・
共
助
・
公

助
の
繋
が
り
が
大
切
で
あ
り
、特
に
、

公　助公　助

自　助自　助 共　助共　助

　災害時の
被害を抑える

行政や消防機関による
救助・援助など

自分の身を自分の
努力によって守る

地域や近隣の人が
互いに協力しあう

あぶない！！
用水路やため池で遊ばないで！
　農作業が盛んになるこの時期は、
用水路やため池の水位が高くなり、
場所によっては水深が１ｍ以上に
なるところもあります。こうした
場所に子どもが転落すると、大事
故につながります。
　痛ましい事故を防ぐためにも、
子どもたちが用水路やため池で遊
ばないよう、ご家族で話し合って
いただくとともに、こうした場面
を見かけたら、お声がけをお願い
します。
　　谷和原庁舎産業経済課　☎ 58-
2111（内線 8153）
問

　

 

伊
奈
庁
舎
安
心
安
全
課　

☎
58

‐
２
１
１
１
（
内
線
１
２
４
２
）

問

市
消
防
団
ポ
ン
プ
操
法
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す

　
「
自
分
た
ち
の
ま
ち
は
自
分
た
ち

で
守
る
」
と
い
う
使
命
感
の
も
と
、

活
動
を
行
っ
て
い
る
市
消
防
団
の
皆

さ
ん
は
、
昼
夜
を
問
わ
ず
訓
練
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
操
法
大
会
は
、
消
防
ポ
ン
プ

車
の
基
本
操
作
を
練
磨
し
、
迅
速
な

消
火
活
動
お
よ
び
災
害
活
動
能
力
の

向
上
を
図
る
た
め
、
毎
年
実
施
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

各
分
団
の
統
一
の
取
れ
た
迅
速
な

動
き
を
披
露
し
、
日
頃
の
訓
練
の
成

果
を
十
分
に
発
揮
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
、
皆
さ
ん
の
応
援
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

▼
日
時
…
10
月
５
日
㈰　

午
前
８
時

　

30
分
か
ら

▼
場
所
…
総
合
運
動
公
園
多
目
的
広
場昨年の操法大会の様子

自
助
・
共
助
が
主
体
と
な
る
、
身
近

な
地
域
に
お
け
る
災
害
へ
の
対
応
力

（
＝
地
域
の
防
災
力
）
の
向
上
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

自
主
防
災
組
織
を
つ
く
ろ
う

　

自
主
防
災
組
織
は
、「
自
分
た
ち

の
地
域
は
自
分
た
ち
で
守
る
」
と
い

う
地
域
の
皆
さ
ん
の
連
帯
感
に
基
づ

い
て
自
主
的
に
結
成
さ
れ
る
組
織
で

す
。

　

普
段
は
、
住
民
の
防
災
意
識
の
高

揚
や
防
災
知
識
の
習
熟
を
図
る
役
割

を
、
ま
た
災
害
時
に
は
、
住
民
同
士

の
助
け
合
い
・
支
え
あ
い
の
役
割
を

担
う
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

地域の防災力


